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総がかり行動実行委員会よびかけ 野音集会に 1500人  

敵基地攻撃能力の保有は許さない！ 

税金は軍事費でなく私たちのくらしに！ 
 

総がかり行動実行委員会が呼びかけ

た「軍事費増やして生活壊すな！改憲

反対！カルト癒着の政治をただせ 11・

30in日比谷野音」が 11月 30日夜、日

比谷野外音楽堂で開かれ、１５００人

が参加しました。立憲民主党の近藤昭

一衆議院議員、日本共産党の小池晃参

議院議員、れいわ新選組の櫛渕万理衆

議院議員、社民党の新垣邦男衆議院議

員、沖縄の風の伊波洋一参議院議員が

あいさつしました。 

戦争をさせない 1000 人委員会の勝島一博さんが主催者あいさつ。「11 月 22 日に出された有識者

会議の報告書では、敵基地攻撃能力の保有に踏み込み、防衛費の増額を国民全体に増税することで

負担させようとしている。憲法９条のもと、防衛政策の見直し、国民生活を苦しめることは許され

ない」と批判。「改憲発議、軍拡を許さないため全国でたたかおう」と呼びかけました。 

３人の市民が発言。ジャーナリストの有田芳生さんは、自民党と統一協会の長年の関係を告発し、

「みんなで戦後史の闇を明らかにしよう」と呼びかけました。 

 「馬毛島への米軍施設に反対する市民・団体連絡会」会長の山内光典さんは、「12 月 1 日に防衛

省のヒアリングがあり、騒音問題などを訴える。住民無視での米軍施設などの移転強行は容認でき

ない。白紙撤回を要請する」と語りました。 

 新婦人の池田亮子さんは学校給食費無償化の取り組みを報告。「岸田首相は子ども関連予算を倍

増と言っていたが本気ではない。それなのに防衛予算

は倍増。軍事優先で増税するなど許されない。子ども

たちの未来のために声をあげ続けたい」と訴えました。 

 憲法共同センターの小田川義和共同代表が行動提

起。集会後、国会請願デモを行いました。 

戦争する国づくりストップ！憲法を守り・いかす共同センター 
〒113-8462 文京区湯島 2-4-4 全労連会館 03-5842-5611 (FAX 5842-5620) 

http://www.kyodo-center.jp    mail: move@zenroren.gr.jp 
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